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理論の背景と発見

なぜ従来の経営学ではイノベーションを説明できないのか



サラスバシー教授による意思決定研究

「熟達した起業家」の思考

1997年、米国の熟達起業家27名を対象に実施された

「発話プロトコル分析」。未だ存在しない市場で、彼らが

どのような論理で意思決定を下しているのかを明らか

にしました。

その結果、特定のスキルや属性ではなく、共通の「思考

プロセス」があることが発見されました。





コーゼーション  vs エフェクチュエーション

比較項目 コーゼーション  (因果論 ) エフェクチュエーション  (実効論 )

思考の軸 目的主導：最適な手段を選択 手段主導：可能な目的を構築

未来への態度 予測志向（Predictive） コントロール志向（Control）

リスクと資源 期待利益の最大化 許容可能な損失の範囲内

パートナーシップ 競合分析と市場防衛 共創（クレイジーキルト）



エフェクチュエーションの「 5つの原則」

実践者が用いる具体的な行動のヒューリスティクス

























組織フェーズによる論理の使い分け

フェーズ 環境の不確実性 重視される論理

スタートアップ期 極めて高い（予測不可） エフェクチュエーション（コントロール）

ステークホルダー説得期 やや高い（証拠が必要） 予測に基づく事業計画の策定

市場安定期 低い（予測可能） コーゼーション（分析・計画・分業）

市場成熟・再成長期 不確実性の再浮上 「外適応」による新たな価値創造




